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⚫ 2050年カーボンニュートラルも見据えた将来的な系統の絵姿として、2023年3月に
電力広域機関がマスタープランを策定した。今後、マスタープランを踏まえ、個別の計
画を策定する中で、整備内容や工事費等を具体化していくこととしている。

⚫ マスタープランを踏まえた系統整備のうち、特に、東地域及び中西地域の地域間連系
線の整備については、2022年7月の国から電力広域機関への計画策定プロセスの開
始の要請以降、同機関において、検討を深めているところ。

⚫ 本日は、地域間連系線整備（東地域、中西地域）の足元の検討状況と今後の方
向性をご報告させていただく。
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本日のご報告



⚫ 再エネ大量導入とレジリエンス強化のため、電力広域的運営推進機関において、2050年カーボン
ニュートラルも見据えた、広域連系系統のマスタープランを2023年3月29日に策定・公表した。

⚫ 並行して、北海道～本州間の海底直流送電等について、具体的な整備計画の検討を開始。

【参考】「マスタープラン」の概要

中地域増強
約520億円

九州地内増強
約100億円

九州～四国（新設）
約4,800～5,400億円

九州～中国（増強）
＋280万kW
約4,200億円

中国地内増強
約1,000億円

中部地内増強
約30億円

東京地内増強
約6,700億円

北海道地内増強
約1.1兆円

四国地内増強
約1,600億円

東北～東京（増強）
約2,000億円

FC（増強）
+270万kW

約4,000~4,300億円

東北地内増強
約6,500億円

【必要投資額（概算）】

約6.0～7.0兆円

北海道～東北～東京

（新設）

+600~800万kW

約2.5～3.4兆円

（出典）広域系統長期方針（広域連系系統のマスタープラン）（電力広域的運営推進機関2023年3月29日策定）のうちベースシナリオより作成

第52回再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会
（2023年６月21日）資料２より抜粋（一部修正）
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（出所）2022年7月13日 大量導入小委

⚫ 東地域と中西地域の系統整備については、2022年7月に、国が電力広域機関に対
し、計画策定プロセスの開始を要請。

【参考】東地域と中西地域の系統整備について
（出所）第66回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業

分科会 電力・ガス基本政策小委員会 資料６
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１．東地域の系統整備の状況

⚫ 東地域（北海道～東北～東京間）の系統整備については、GX実現に向けた基本方
針（令和５年２月）においても、「北海道からの海底直流送電については、2030年度
を目指して整備を進める。」とされており、主に下記の課題を示し、検討を進めてきたところ。

⚫ 今後、2023年度内目途の基本要件の策定、その後の事業実施主体の組成、2024
年度目途の広域系統整備計画の策定に向けて、検討を加速していく。

主な課題 主な検討事項 取組内容 詳細検討

①事業実施主体等
・実施主体の組成
・ファイナンス、費用回収

・整備等計画の認定 議論済
（2023/6/27電ガ小委）

・資金調達の円滑化 議論済
（～2023/11/7大量小委）

・東地域の計画策定プロセスの進め方 本日の報告

・広域系統整備計画の在り方 議論済
（～2023/12/5大量小委）

②先行利用者との
関係等

・先行利用者等の特定
・海域の実地調査等

・海域・揚陸点実地調査等を踏まえたルート
等の検討

本日の報告

③ケーブルの敷設
方法等

・ケーブルの敷設方法等
・メンテナンス手法の検討等

・海域・揚陸点実地調査等を踏まえたルート
等の検討
・敷設船・防護管取付工法の開発
（NEDO事業）
・道路や鉄道等のインフラ活用の検討



主な検討主体 2023年度 2024年度

国や電力広域機関
の審議会等

事業実施主体
となりうる候補

【参考】東地域の計画策定プロセスの進め方

⚫ 北海道と本州をつなぐ海底直流送電を中心とした東地域の計画策定プロセスについては、
2022年7月、国から電力広域機関に対して、計画策定プロセスの開始を要請。

⚫ 今般、国が行っている実地調査や各種検討の進捗を踏まえ、電力広域機関において、
関係事業者をメンバーとする作業会の体制を強化の上、年度内を目途とする基本要件
の策定に向けた検討を加速する。

⚫ また、国においては、電力広域機関における検討状況を踏まえつつ、資金調達等の環境
整備の具体化を進める。

資金調達スキーム
の構築

基本要件の検討・策定
基本要件の基となる
増強方策の検討

事業実施案の検討

資金調達の環境整備の具体化
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事業実施主体
・実施案の募集
・評価・決定

整備計画
の策定

国による実地調査

（出所）第52回 再生可能エネルギー大量導入・次
世代電力ネットワーク小委員会 資料2 一部編集
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【参考】 電力広域機関における検討状況

◆2023年12月8日 広域系統整備委員会 資料１－２

⚫ 電力広域機関においては、直近で系統構成（系統の接続方法等）や、連系線ルート、交直変
換装置の設備構成等の技術的事項を精査しているところ。

⚫ 国が実施する海域実地調査等とも合わせて検討を進め、 2023年度内目途の基本要件の策定
を目指す。

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/files/seibi_72_01_02.pdf
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【参考】 電力広域機関における検討状況

◆2023年12月8日 広域系統整備委員会 資料１－２

⚫ 今後、北海道・東北エリアに再エネ電源が大量導入される見込みであることを踏まえ、系統構成案
として、３つのパターンを検討。（下記A~C案）

⚫ 北海道・東北エリアから東京エリアへの送電容量を確保する必要性、設備信頼度・運用の柔軟性、
架空送電工事の施工力確保等の観点を踏まえ、引き続き比較検討を進めることとした。

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/files/seibi_72_01_02.pdf
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【参考】 電力広域機関における検討状況
◆2023年12月8日 広域系統整備委員会 資料１－２

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/files/seibi_72_01_02.pdf
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【参考】 電力広域機関における検討状況

◆2023年12月8日 広域系統整備委員会 資料１－２

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/files/seibi_72_01_02.pdf
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２．中西地域の系統整備の状況

⚫ 中西地域（①関門連系線増強、②中地域）の系統整備は、九州エリアの再エネを
本州の大消費地へ送電することを可能とし、再エネ大量導入や電力のレジリエンス強
化を実現するもの。

⚫ 特に、2018年以降、九州エリアでは再エネの出力制御が増加傾向であり、需要面・
供給面での対策に加えて、系統面での対策も早期に進めることが必要。

⚫ このため、関門連系線の増強については、今般取りまとめる「出力制御対策パッケージ」
における対策の一つとしても位置付けたところ。

⚫ こうした状況を踏まえ、中西地域の系統整備については、引き続き、電力広域機関の計
画策定プロセスにおいて、工事費や工期の精査、費用便益評価等を進め、早期の広
域系統整備計画の策定、工事着工・完成に向けて取り組んでいく。

九州

中国

四国

関西・中部・北陸

再エネ
ポテンシャル

（出所）第66回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分
科会 電力・ガス基本政策小委員会 資料６ 一部修正



⚫ 関門連系線（九州～中国間）の増強については、電力広域機関の作業会において、
専門的な知見を得ながら、技術的課題を精査しているところ。

【広域機関における検討状況】

⚫ その中で、直流連系における海底ケーブルルート案とインフラ活用ルート案の比較を
行った結果、実現可能性や工事費の面で直流海底ケーブル連系が有利であることが
確認された。これを踏まえて、現在、工期・工事費・費用便益等について検討を深めると
ともに、設備構成等についての検討を実施している。

⚫ 設備構成については、早期運開を目指すことが再エネ出力制御の緩和等の社会的ニー
ズに沿う観点から、将来的な２GWへの拡張性を考慮した上で、まずは１GWでの運
転開始とする、段階的な増強案も選択肢として考えられる。

⚫ このため、関門連系線増強については、この１GW増強案も選択肢として、引き続き、工
期・工事費、費用便益等の検討を進め、2023年度内目途の基本要件の策定を目指
すこととしている。

➡ 関門連系線は、足元の九州エリアの再エネ出力制御や既設関門連系線での混雑の
緩和、今後の再エネ導入拡大、供給信頼度上の必要供給力のより安価な確保等に資す
るもの。こうした観点を踏まえ、上記の方向で、可能な限り早期に増強をし、域外送電量を
増加させることが必要となる。
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関門連系線増強の検討状況について
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【参考】 電力広域機関における検討状況
◆2023年12月8日 広域系統整備委員会 資料１－３

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/files/seibi_72_01_03.pdf
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【参考】 電力広域機関における検討状況
◆2023年12月8日 広域系統整備委員会 資料１－３

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/files/seibi_72_01_03.pdf
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【参考】 電力広域機関における検討状況
◆2023年12月8日 広域系統整備委員会 資料１－３

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/files/seibi_72_01_03.pdf
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【参考】 電力広域機関における検討状況
◆2023年11月10日 広域系統整備委員会 資料１－２

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/files/seibi_71_01_02.pdf



11月 12月 1月 2月 3月 2024年度以降

東地域
（北海道～東北～東京）

中地域
（中部関西第二連系線、
中地域交流ループ）

関門増強
（九州～中国）
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今後のスケジュール

⚫ マスタープランを踏まえた系統整備については、今後、早期の着工・完成を目指すべく、
電力広域機関における計画策定プロセスを進めていく。

基本要件の検討・決定

基本要件の
検討・決定

基本要件の検討・決定

事業実施主体
・実施案の募集
・評価・決定

整備計画
の策定

工事着手

事業実施主体
・実施案の募集
・評価・決定

整備計画
の策定

実施案の募集
・評価・決定

整備計画
の策定

中地域交流ループ工事先行着手

（出所）第66回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業
分科会 電力・ガス基本政策小委員会 資料６


	スライド 0: 電力ネットワークの次世代化について
	スライド 1: 本日のご報告
	スライド 2: 【参考】「マスタープラン」の概要
	スライド 3: 【参考】東地域と中西地域の系統整備について
	スライド 4: １．東地域の系統整備の状況
	スライド 5: 【参考】東地域の計画策定プロセスの進め方
	スライド 6: 【参考】 電力広域機関における検討状況
	スライド 7: 【参考】 電力広域機関における検討状況
	スライド 8: 【参考】 電力広域機関における検討状況
	スライド 9: 【参考】 電力広域機関における検討状況
	スライド 10: ２．中西地域の系統整備の状況
	スライド 11: 関門連系線増強の検討状況について
	スライド 12: 【参考】 電力広域機関における検討状況
	スライド 13: 【参考】 電力広域機関における検討状況
	スライド 14: 【参考】 電力広域機関における検討状況
	スライド 15: 【参考】 電力広域機関における検討状況
	スライド 16: 今後のスケジュール

